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肥効果で畑の地力回復につながるという循環を確立でき

る。さらに、(4)圏内産の餌によって家畜を生産できる

ため、安全安心な畜産物を消費者に提供できると考えた。

H 試験区および実験方法
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1.使用品種

イアコーン ノミイオニア+土

大豆大袖の舞

2 圃場設計

(1)帯広畜産大学精密園湯

試験区全体の区の大きさは20x 20(400ni')とし、播種

は以下のように行った。

l区・ 2区畝間0.75m.株間15cm.

畝. 2. 144粒

畝間0.75m.株間15cm.

畝 1.072粒

l畝134粒x16 

B l畝134粒×

(21家畜改良センタ 十勝牧場(音更町駒場)

十勝牧場で2008年にイアコーンをすき込んだ畑をそれ

に隣接する非すき込み地筈に、大豆・甜菜の区(5 x 5 

m)を交互に B区(計16区)ずつ設定し、 「すき込み区Jと

「非すき込み区」とした。家畜改良センター十勝牧場では、

土境の団粒組成を作物の栽培前後に分析し、イアコーン

残澄すき込みの効果を検討した。また、土壊理化学性の

変化も検討した。

1. 調査目的

近年、濃厚飼料自給率の向上が求められており、自給

率の向上に向けてさまざまな取り組みが行われている。

しかし、日本の限られた土地では、なかなか濃厚飼料の

作付面積を増やせず、期待とは裏腹に、自給飼料が増加

傾向にならないのが現状であった。

そこで私たちはイアコーン収穫後、大型機械によって

踏まれ、家畜の餌にできないイアコーン収穫残溢のすき

込みによる緑肥効果が確認できれば、従来から使用され

ている緑肥作物に換えて、畑作農家に緑肥作物としての

効果と飼料用卜ウモロコゾとしての収益を得られるとい

うこ面性を兼ね備えた新たな緑肥作物として推進するこ

とができると考えた。

このことにより、イアコーン栽培が普及し、畑作農家

での輪作体系の一環として導入されれば、自給飼料の向

上と畑土壊の肥沃度増進に繋がると考え、イアコーン茎

業部すき込みによる土壌肥沃度の改善効果を検証した。

*イアコ ンとは、学名で「子実部分Jの名前。他の部

分は、ストーパ(茎葉部分)、グレイン(雌穂部分)と

言う。

3区

また、イアコーン残誼の緑肥効果が発見できれば、(1)

畑作農家での緑肥作物と Lてのイアコ ン栽培が普及

し、続いて、 (21コントラ組織が収穫・調製を行うこと

によりできたイアコ ンのラ yプサイレ一戸を低価格で

畜産農家におろすことができ、これにより、 (3) 自給濃

厚飼料の流通が広がり、栽培が増え、かっ茎葉残墳の緑
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図1 帯広畜産大学精密岡場
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音更家畜改良センター十勝牧場図2
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